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各
種
手
続
き
の
多
く
な
る
季
節
で
す

お
近

く

の
区
民
事
務
所
を

ご
利
用
く

だ
さ
い

3
・
4
月
は
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
。

こ
の
時
期
、
区
役
所
で
は
転
入
・
転

出
・
転
居
な
ど
の
手
続
き
を
す
る
方

が
増
え
、
本
庁
舎
窓
口
も
大
変
混
雑

し
ま
す
。

手
続
き
の
う
ち
、
多
く
は
本
庁
舎

ま
で
出
向
か
な
く
て
も
、
区
民
事
務

所
で
で
き
ま
す
(
表
1
)
。
ど
う
ぞ

お
近
く
の
区
民
事
務
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

表1　 区民事務所でできる手続き一覧

※ 本人以外の方が手続きする場合には、上記の書類のほかに委任状などが必要になることがあ
ります。くわしくは、区民事務所または担当課にお問い合わせください

土
曜
日
に
住
民
票

が
受
け
取
れ
ま
す

電
話
予
約
で

取
り
次
ぎ
交
付

住
民
票
の
写
し
は
、
事
前
に
電
話

で
区
民
事
務
所
(
中
川
、
伊
興
区
民

事
務
所
を
除
く
)
に
申
し
込
ん
で
お

く
と
、
土
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
に
年

の
区
民
事
務
所
に
近
接
す
る
土
曜
日

交
付
施
設
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
(
表
2
)

。

※
代
理
人
お
よ

び
第
三
者
に
よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
宮
城
分
室
、
宮
城
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
で
の
利
用
は
、
3

月
末
で
終
了
と
な
り
ま
す

□
申
し
込
み

受
け
取
り
を
希
望
す
る
土
曜
日
交

付
施
設
に
近
接
す
る
区
民
事
務
所
に

電
話
予
約
(
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜

日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
)

□
交
付
日
時

土
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
の
み
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
(
宮
城
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
は
、
午
前
1
0時
～

午
後
5
時
)

□
交
付
時
に
必
要
な
も
の

申
込
者
の
認
め
印
/
申
込
者
を
確

認
で
き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
)
/
手
数
料
(
1
通
3
0
0

円
)

※
受
け
取
り
時
に
、
本
人

確
認
の
た
め
質
問
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す

表2　 区民事務所一覧および住民票土曜日交付施設

※宮城分室、宮城コミュニティ図書館での土曜日取り次ぎ交付の利用
は、15年3 月末で終了となります

北
千
住
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は

午
後
7
時
ま
で

利
用
で
き
ま
す

昼
間
、
区
役
所
を
利
用
で
き
な
い

方
は
、
北
年
住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(表
2
中
の
2
)
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
北
年
住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は

夜
間
業
務
(
表
3
)
を
午
後
7
時
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。

※
夜
間
業
務

は
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
。
た
だ
し
、
毎
月
末
日
の
営
業

日
は
午
後
5
時
ま
で
に
な
り
ま
す

区
民
事
務
所
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、お
近
く
の
区
民
事
務
所
(
表
2
)

ま
た
は
地
域
支
援
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

表3　 北千住サービスセンターの夜間業務

【次の証明類を発行します】
① 住民票の写し・証明( 記載事項証明等)
② 外国人登録原票記載事項証明
③ 印鑑証明、外国人印鑑証明
④ 戸籍の謄・抄本( 現在戸籍のみ発行可能です)
⑤ 戸籍の附票の写し( 現在戸籍のみ発行可能です)
⑥ 戸籍の身分証明( 現在戸籍のみ発行可能です)
⑦ 特別区民税・都民税および軽自動車税の
納税・課税証明

⑧ 母子健康手帳

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
献
血

4
・
5
面
▽
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
足
立
の
「
ゆ
め
・
み
ら

い
」
/
進
め
!
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/

ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
名
称
決
定
/
観
光
協
会

会
員
募
集
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
FAX3880- 5678
回答しますので、氏名・
連絡先を記入して
ください

葦

立

ち

「
シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

」

先
日
、
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
宍
塒

を
越
え
て
～
足
立
に
残
る
神
代
神
楽

～
」
を
見
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
地

域
の
方
の
手
に
よ
っ
て
、
郷
土
芸
能

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
姿
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
顔
を
持
ち
、
様
々
な
伝
統
や
文

化
が
あ
り
ま
す
。
年
れ
ら
は
長
い
歴

史
を
経
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
や

年
の
生
活
習
慣
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
な
ど
で
す
。

足
立
区
に
臙
し
日
か
ら
そ
の
土
地

に
伝
わ
る
祭
囃
子
や
獅
子
舞
、
神
楽

な
ど
郷
土
芸
能
が
数
多
く
残
さ
れ
て

お
り
、
区
の
宝
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
伝
統
の
中
か
ら
新
し
い
歴
史

も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

現
在
開
発
が
進
ん
で
い
る
北
年
住

駅
西
口
再
開
発
ビ
ル
の
中
に
、
7
0
0
席

の
劇
場
が
1
6年
秋
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
こ
の
施
設
の
名
称
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
数
の
応

募
の
中
か
ら
「
シ
ア
タ
ー
1
0
1
0
」

と
決
ま
り
ま
し
た
。

「
1
0
1
0
」
と
は
、こ
の
施
設
が

設
置
さ
れ
る
地
元
「
年
住
」
に
か
け

て
表
現
し
た
も
の
で
す
。
旧
来
、
年

住
の
ま
ち
は
日
光
街
道
の
初
宿
と
し

て
栄
え
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
々
を

迎
え
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
文
化

往
来
の
長
い
歴
史
を
持
つ
年
住
の
ま

ち
に
、
こ
の
よ
う
な
施
設
が
で
き
る

こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
シ
ア
タ
ー
1
0
1
0
が
、
足

立
区
の
芸
術
文
化
の
拠
点
と
し
て
、

区
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
新
し

い
文
化
や
歴
史
が
生
ま
れ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 15年2 月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 288, 388 人口: 642, 288人 (男: 324, 333人 、女: 317, 955人)
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保

健

福

祉

ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは2

月26 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

　3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申 込・・・申し込み方法

◆ 期限・・・申し込み期限

◆ 場・申・問先・・・場所・

申し込み先・問い合わせ先
◆ 費用の記載のないものは無料

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
所
得
制
限
対
象
年

齢
が
、
4
歳
か
ら
5
歳

に
緩
和
さ
れ
ま
す

4
月
1
日
か
ら
、
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
5
歳
未
満
で
、
現
在
乳

幼
児
医
療
証
を
持
っ
て
い
な
い
方

に
、
医
療
証
の
交
付
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

制
度
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
医
療

証
が
交
付
可
能
に
な
る
方
へ
、
子
ど

も
の
氏
名
と
保
護
者
名
で
⑧
医
療
証

交
付
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
請

書
の
送
付
は
3
月
上
旬
に
な
り
ま
す

※
現
在
、
有
効
期
限
が
4
歳
誕
生
月

末
ま
で
の
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
方

に
は
、
誕
生
月
に
有
効
期
限
が
1
5年
9

月
3
0日
ま
で
の
医
療
証
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申
込
=
児
童
給
付
係
へ

郵
便
で
返
送
(
郵
送
の
場
合
は
保
険

証
の
コ
ピ
ー
を
1
部
同
封
)
ま
た
は

送
付
さ
れ
た
申
請
書
、
健
康
保
険

証
、
印
鑑
(
朱
肉
の
付
く
も
の
)
を

持
参
し
、
子
育
て
支
援
課
お
よ
び
各

福
祉
事
務
所
(
表
1
)
で
受
け
付

け
。

申
・
問
先
=
児
童
給
付
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

表1　 福祉事務所一覧

在宅介護支援センター　3月の家族介護者教室

高
齢
者

無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
程
等
=
3
月
4
日
㈹
・
1
8日
㈹
…

千
住
北
部
地
域
集
会
所
/
3

月
1
4日

吻
・
戝一
日
閙
…
竹
の
塚
障
害
福
祉

館
、
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
9
時

～
午
後
3
時
1
0分

対
象
=
7
4
歳
以

上
で
区
内
在
住
の
方

定
員
=
4
8
人
(

先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

保
育
の
案
内

認
可
保
育
園
の
ほ
か
に
も
、
区
の

制
度
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
な
乳
幼

児
の
保
育
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

□
認
証
保
育
所

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
す
る
都
市
型
の
保
育
所
で
す
。

□
保
育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、
お
も
に
3

歳
未
満
の
子
ど
も
を
保
育
し
ま
す
。

□
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
さ
れ
て
い
る
保
育
マ
マ

の
自
宅
で
3
歳
未
満
の
子
ど
も
を
保

育
し
ま
す
。

□
緊
急
一
時
保
育

保
護
者
が
出
産
・
病
気
な
ど
で
、

保
育
が
困
難
な
就
学
前
の
子
ど
も

を
、
緊
急
一
時
保
護
者
の
自
宅
ま
た

は
一
部
の
保
育
室
で
一
時
的
に
保
育

し
ま
す
(
保
護
者
が
就
業
す
る
た
め

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
)
。

□
一
時
保
育

保
護
者
が
育
児
疲
れ
の
解
消
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
な
ど
に
満
I

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も

を
、
区
立
あ
や
せ
保
育
園
で
一
時
的

に
保
育
し
ま
す
。

□
休
日
保
育

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
日

曜
・
祝
祭
日
・
年
末
(
1
2月
2
9日
・
3
0

日
)
に
保
育
を
必
要
と
す
る
満
I

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
を
一

部
の
保
育
室
で
預
か
り
ま
す
。

□
病
後
児
保
育

満
I
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど

も
が
、
病
気
の
回
復
期
の
と
き
に
、

保
護
者
が
勤
務
・
病
気
な
ど
の
理
由

で
保
育
が
困
難
な
場
合
に
預
か
り
ま

す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=

保
育
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

3 月の 献 血

問先=
東京都東赤十字血液センター 　5682- 2803
区・衛生管理係 　3880- 5891

障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、
区
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
員

が
、
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
を
受
け

ま
す
。

日
時
等
=
表
2

場
所
=

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

問
先
=
東
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表2　3 月の障害別福祉相談

精
神
保
健
家
族
教
室

(
2
日
制
)

日
時
=
3
月
2
4日
囲
・
2
5日
脚
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=

統
合
失
調
症
の
理
解
と
家
族
の
対
応

講
師
=
2
4日
…
井
上
悟
氏
(
都
立
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
)
/
2
5日
・
:

中
井
和
代
氏
(
全
家
連
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

歯
周
病
健
診

1
年
度
に
1
回
受
け
ら
れ
ま
す
。

□
2
0歳
～
3
9歳
の
区
民

日
時
=
3
月
1
2日
南
、
午
後
1
時
1
5

分
～
2
時
3
0分
受
付

内
容
=
歯
周

病
な
ど
の
口
腔
診
査
と
相
談
/
歯
み

が
き
・
フ
ロ
ス
な
ど
の
補
助
用
具
の

使
い
方

定
員
=
3
5人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
窓
口

場
・
申

・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

□
4
0歳
～
6
0歳
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診

定
員
=

千
4
0
0人
(

先
着
順
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便

番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ

ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、電

話
番
号
、「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を

明
記

※
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を

送
付

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7

元
気
モ
リ
モ
リ

か
む
・
か
む
セ
ミ
ナ
ー

3
歳
ま
で
は
し
っ
か
り
か
む
た
め

の
基
礎
づ
く
り

日
時
=
3
月
1
9日

南
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=
I
～
3
歳
頃
の
子
ど
も
の
保

護
者

内
容
=
講
演
会
「
上
手
な
食

べ
方
・
か
み
逹

哢

に
つ
け
る
た
め

に
」

講
師
=

央
慶
子
氏
(
都
立

心
身
障
害
者
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
歯

科
医
師
)

定
員
=
3
0
人
(
先
着

順
・
保
育
有
り
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
歯
科
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

健康カレンダー 3月の予定
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3月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施
術を当番制で行っています。< 衛生管理課>

※いずれも時間は、午前9 時～午後5 時

肝
機
能
「
要
指
導
」
者

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
始
め

ま
し
た

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
受
診
さ

れ
た
方
で
、
今
ま
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
4
0・
5
0・
6
0歳
の
節

目
健
康
診
査
お
よ
び
4
5・
5
5・
6
5
。
7
0

歳
の
消
化
器
健
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
健
診

と
同
時
に
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
検

査
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
=
①
肝
機
能
検
査
の
結
果
が
要

指
導
の
方

②
過
去
に
大
き
な
手
術

を
経
験
し
た
方

③
大
量
の
出
血
を

伴
う
出
産
を
経
験
し
た
方

④
過
去

に
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
方

内
容
=
B
型
・
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査

場
所
=
区
内
指
定
医
療
機
関

申
込
=
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
受
診

結
果
票
を
窓
口
へ
持
参

申
・
問
先
=

成
人
保
健
係
ま
た
は
各
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
(
2
面
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

参
照
)

消
化
器
が
ん
検
診

ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は
少
量
の
採
血

で
済
む
の
で
、
気
軽
に
受
診
で
き
ま

す
。

日
程
等
=
表
3

対
象
=
3
5

歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た

方
、
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
、
ペ

プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で
腰
精
密
検
査
と
な

っ
た
方
は
除
く
。
腎
不
全
の
方
は
X

線
撮
影
法
の
み
可
。
い
ず
れ
の
場
合

も
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
受
診
も
可

内
容
=
①
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
胃
が
ん

検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

②
X
線
撮
影
法
胃
が
ん
検
診
(
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
み
で
受

診
可
)
と
検
便
に
よ
る
大

腸
が
ん
検
診

定
員
=
5
5

～
6
0人

申
込
=
(
ガ
キ

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年

月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
表
3
よ
り
胃
が

ん
検
診
名
(
①
血
液
検
査

②
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か

一
方
を
選
択
)
、検
診
日
、

受
診
場
所
を
第
3
希
望
ま

で
明
記

期
限
=
受
診
希

望
月
の
前
月
1
5囗
必
着
。

受
診
票
の
送
付
は
前
月
末

日
(
4
月
を
希
望
す
る
場
合
、
3
月
1
5

日
必
着
、
受
診
票
の
送
付
は
3
月

末
日
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
希
望
日
の
翌
々
月
に
な
っ
た

り
、
受
診
場
所
が
ほ
か
の
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

甲
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央
本
町
I
-
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表3　 消化器がん検診日程

( 1) 血液検査+検便

( 2) X線撮影+検便

※ 印の日程は午後、それ以外は午前に実施

講
演
会
「
子
育
て
に
自
信

が
持
て
な
く
な
る
と
き
」

年
中
無
休
の
子
育
て
、ふ
と
子
育

て
に
自
信
が
持
て
な
く
な
る
と
き
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。解
決
の
糸
口
を
一

緒
に
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
日
時
=
3

月
3
日
囲
、午
前
1
0時
3
0分
～
正

午

対
象
=
I
～
3
歳
児
の
母
親

講
師
=
市
川
奈
緒
子
氏
(う
め
だ
あ

け
ぽ
の
学
園
心
理
相
談
員
)

定
員
=
4
0

人
(先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
束
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

3
月
1
0日
は

東
京
都
平
和
の
日

束
京
大
空
襲
を
は
じ
め
、
先
の
戦

災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
め
い

福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し

て
、
3
月
1
0日
、
午
後
1
時
1
分
か

ら
1
分
間
の
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
総
務
係
》

「
首
都
の
顔
、
　私
が
決
め
る
　
こ
の
一
票
」

4
月
1
3
日
(
日
)
　
東
京
都
知
事
選
挙

「
選
ぼ
う
よ
!
　
明
日
の
あ
だ
ち
を
　
拓
く
ひ
と
」

5
月
1
8
日
(
日
)
　
足
立
区
議
会
議
員
・
区
長
選
挙

「
足
立
区
誕
生
7
0
年
　
お
め
で
と
う

コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
作
品
決
定
!

【
写
真
の
部
】

□
特
別
賞

「
明
日
が
か
わ
る
」

石
川
公
三
郎

□
区
民
賞

「
親
水
公
園

花
水
木
の
花
」

日
比
谷
ハ
ル
ヨ

【
壁
新
聞
・
手
作
り
新
聞
の
部
】

□
区
長
賞
・
区
民
賞
(
グ
ル
ー
プ
)

「
み
つ
め
よ
う
!

私
の
ふ
る
さ
と
青
井
」

青
井
小
学
校
6
年
一
同

□
区
民
賞
(
グ
ル
ー
プ
)

「
足
立
劇
場

足
立
の
昔
話
」

第
十
一
中
学
校
3
年

箕
輪
優
子
・
山
際
舞

尾
身
は
る
香
・
斉
藤
愛

「
足
立
の
学
校
と
戦
争
」

第
十
一
中
学
校
2
年

洞
口
友
希
・
石
井
良
子

□
区
民
賞
(
個
人
)

「
歴
史
の
道

鳩
ヶ
谷
街
道
」

江
北
小
学
校
6
年

佐
々
木
祐
衣

□
教
育
長
賞

千
寿
常
東
小
学
校

(敬
称
略
)

▲ 区役所1 階アトリウムの展示風景

オ
ウ
ム
真
理
教
(
現
ア
ー

レ
フ
)
に
対
す
る
「
団
体
規

制
法
処
分
の
延
長
」決
定

区
は
、
昨
年
1
2月
H
日
、
法
務
大

臣
に
対
し
、
足
立
区
町
会
・
自
治
会

連
合
会
、
淵
江
町
会
自
治
会
連
合
会

と
と
も
に
、「
無
差
別
大
量
殺
人
行
為

を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
「
観
察
処
分
の
延
長
」

な
ど
を
求
め
る
要
請
行
動
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
足
立
区
議
会
か
ら
も
同
趣

旨
の
意
見
書
の
提
出
を
い
た
だ
い
て

い
る
ほ
か
、
同
様
の
行
動
が
多
く
の

自
治
体
な
ど
か
ら
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、
公
安
審

査
委
員
会
は
、
1
月
2
3日
、
オ
ウ
ム

真
理
教
(
現
ア
ー
レ
フ
)
に
対
す
る

観
察
処
分
の
3
年
間
延
長
を
決
定

し
、
1
月
2
9日
公
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、オ
ウ
ム
真
理
教
(
現

ア
ー
レ
フ
)
は
、
今
後
も
引
き
続
き

活
動
内
容
や
財
務
内
容
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
必
要

に
応
じ
て
公
安
調
査
官
ら
が
立
ち
入

り
検
査
を
行
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。今

後
と
も
区
は
、
区
民
の
安
全
と

安
心
を
守
る
た
め
努
力
を
重
ね
て
参

り
ま
す
。

《
総
務
係
》

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
5
・
6
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
生
涯
学
習
振
興
公

社
の
各
施
設
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す
る

申
込
(
ガ
キ
(
5
0円
)
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
の
み
)

期
間
=
3

月
1
日
～
1
0日
必
着
(
抽
選
結

果
を
3

月
末
日
ま
で
に
郵
送
し
ま

す
)

当
選
者
受
付
=
4

月
1
0日
ま

で
に
公
社
の
各
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過

ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま

す
)

□
空
き
室
の
利
用

《
5
・
6
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
偶
数
月
の
第
2

金
曜
日
(

今
回

は
4
月
‥‥‥一日
)

か
ら
公
社
の
各
施
設

で
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
2
・
3

・
4
月
分
》

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
仮
予
約
後

、
3
日
以

内
ま
た
は
利
用
初
日
の
3
日
前
の
ど

ち
ら
か
近
い
日
ま
で
に
、
お
近
く
の

公
社
の
各
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す

(
申
し
込
み
は
利
用
日
の
3

日
前
ま

で
)
。
平
日
は
比
較
的
空
室
が
あ
り

ま
す
の
で

、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲ 那 須 ・ 森 の 家 の 浴 室( 温 泉)

▲ 那須・森の家　ロビー

● 各施設利用案内5 ・6 月利用分

※ 日光・山中湖林間学園、鋸南目然の家、鹿沼野外レクリエーションセ
ンターの利用できる日も学校が利用し空室が一部しかない場合があり
ます
※利用申し込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします
※「那須・森の家」へは直通バスも運行しています。公社窓口へお問い
合わせください
※「伊豆高原・あだち荘」へは、伊豆高原駅から送迎バスがあります。
あらかじめ現地( 　0557- 54- 1023) へ連絡してください
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語
り
合
っ
て
い
ま
す

足
立
の
『
ゆ
め
・
み
ら
い
』

新

基

本

構

想

策
定
区

民

委

員

会

の

活

動

が

始

ま

り
ま
し
た

区
が
め
ざ
す
将
来
像
を
示
す
の
が
基
本

構
想
で
す
。
現
在
の
基
本
構
想
は
平
成
4
年

に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
社

会
状
況
の
変
化
は
極
め
て
大
き
く
、改
め
て

区
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
考
え
、
協
働
に
よ
る
基
本
構
想
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、広
く
区
民

の
皆
さ
ん
か
ら
新
基
本
構
想
策
定
委
員
を
募

集
し
、
9
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
検
討
に

大
り
ま
し
た
。

今
、
8
2人
の
区
民
委
員
が
、
足
立
の
夢
と
未

来
を
熱
く
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

図1　 「太陽系基本構想」

足 立区の

ビジョン

高校・大学生

勤め人
小・中学 生

外国人

団塊の 世代

子育て中の親

高齢者

要介護者を
家族に持つ
区民

白営業者

勝 手 連

勝手連

・ライフステージやライフスタイルに着目したグループ分け
・自己の領域にとらわれない自由な討議( 高齢者が考える子育てのあり方など)
・行政に対する要求ではなく、「区のあるべき状態」の追求

自
己
進
化
す
る

足
立
区
を
め
ざ
し
ま
す

現
在
の
基
本
構
想
は
平
成
4
年
に

策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
バ

ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、
国
際
化
や
少

子
咼
齢
社
会
が
急
激
に
進
展
す
る
と

と
も
に
、
地
方
分
権
が
進
め
ら
れ
る

な
ど
、
社
会
・
経
済
状
況
に
大
き
な

変
化
が
起
こ
り
ま
し
た
。

区
は
、
自
立
し
た
自
治
体
と
し

て
、
こ
の
大
き
な
変
化
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
区
民
の
多
様
な
要
求
に

素
早
く
効
率
的
に
、
そ
し
て
、
適
確

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
、
今
後
の
社
会
・

経
済
状
況
や
区
民
の
要
望
を
踏
ま
え

た
足
立
の
未
来
像
と
し
て
、
新
し
い

基
本
構
想
の
策
定
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

新
基
本
構
想
は
、
自
己
進
化
を
め

ざ
す
区
の
将
来
像
を
描
く
も
の
で

す
。

新
基
本
構
想
策
定

区
民
委
員
会
の
設
置

描
か
れ
た
未
来
の
姿
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
区
民
、
議
会
、
行
政
、

地
域
団
体
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
N
P
O
な
ど
様
々
な
人
と
団
体

が
、
対
等
の
立
場
で
、
お
互
い
の
良

い
所
を
だ
し
合
っ
て
地
域
社
会
を
築

い
て
い
く
「
協
働
」
と
い
ラ
考
え
方

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
新
基
本
構
想
の
策
定
作

業
も
区
民
と
の
協
働
で
行
う
こ
と
と

し
、
新
基
本
構
想
策
定
区
民
委
員
を

公
募
し
ま
し
た
。

1
5
7
人
の
応
募
者
の
中
か
ら
、
8
2大

が
区
民
委
員
に
就
任
し
、
現
在
9
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
話
し
合

い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

太
陽
系
基
本
構
想

今
ま
で
の
基
本
構
想
は
、
行
政
が

原
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
区
民
や
孛

識
経
験
者
、
議
会
代
表
者
で
構
成
さ

れ
る
審
議
会
な
ど
に
提
出
し
、
区
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
形
で
策
定
L

て
き
ま
し
た
。

新
基
本
構
想
は
、
区
民
委
員
が
9

つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
区
民

生
活
に
根
ざ
し
た
区
の
将
来
像
を
描

い
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
あ
え
て
一
本

化
せ
ず
に
、
総
体
と
し
て
区
の
将
来

像
を
示
す
も
の
と
し
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
、
太
陽
を
回
る
水
星
や

地
球
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立

し
な
が
ら
も
、
区
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

と
い
う
統
一
し
た
未
来
像
を
基
に
、

協
働
し
て
足
立
区
を
作
っ
て
い
く
と

い
ウ
考
え
で
す
。

同
時
に
、区
民
委
員
以
外
の
方
が
、

地
域
や
グ
ル
ー
プ
で
自
主
的
に
自
分

た
ち
の
基
本
構
想
を
創
る
活
動
を
、

「
勝
手
連
」
と
位
置
づ
け
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
活
動
を
支
僵
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
提
案
も
真
摯
に
受
け
止

め
、
新
基
本
構
想
の
中
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
太
陽
系
基
本
構
想
」
と

命
名
し
ま
し
た
。

図2　「基本構想と基本計画・協働プラン」
従来の基本構想と基本計画 新基本構想と基本計画

協
働
プ
ラ
ン
を
策
定

新
し
い
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
具
体
的
な
計
画
と
し
て
、

基
本
計
画
の
策
定
が
必
要
で
す
。

今
ま
で
の
基
本
構
想
の
大
部
分

は
、「
行
政
」
が
何
を
や
る
の
か
と
い

う
視
点
か
ら
策
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
行
政
の
計
画
で
あ
る
基
本
計
画

を
策
定
す
る
だ
け
で
、
基
本
構
想
の

実
現
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で

す
。し

か
し
、
多
く
の
区
民
の
日
常
生

活
は
、
行
政
が
関
わ
る
部
分
は
そ
れ

ほ
ど
多
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
家
族
や
地
域
、
職
場
な
ど
と
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
区
民
委
員
会
が
策

定
す
る
、
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
新

基
木
構
想
の
中
に
は
、「
行
政
」
で
は

で
き
な
い
仕
事
や
、
区
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
問
題
が
含
ま
れ
て
き
ま

す
。そ

こ
で
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
や
問

題
を
、
区
だ
け
で
は
な
く
、
区
民
や

企
業
、
国
や
都
な
ど
様
々
な
人
や
団

体
と
協
働
し
て
解
決
す
る
た
め
の

「
協
働
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
予
定

で
す
。

こ
の
よ
う
な
協
働
プ
ラ
ン
策
定
を

行
う
の
は
、
全
国
的
に
も
初
め
て
の

こ
と
で
す
。

今
後
の
予
定

区
民
委
員
会
は
3
月
ま
で
に
一
応

の
「
ま
と
め
」
を
出
す
予
定
で
す
。

区
で
は
こ
れ
を
受
け
て
、
区
民
・

区
議
会
代
表
・
学
識
経
験
者
な
ど
で

構
成
す
る
「
新
基
本
構
想
策
定
審
議

会
」
を
設
置
し
、
9
つ
の
基
本
構
想

全
体
を
貫
く
考
え
方
を
ま
と
め
、
1
6

年
6
月
に
新
基
本
構
想
を
策
定
す
る

予
定
で
す
。

検
討
経
過
を
公
開
し
ま
す

グ
ル
ー
プ
活
動
の
会
議
録
を
公
開

し
ま
す
。区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

基
本
構
想
に
関
す
る
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

電

話

・
手

紙

・
フ

ァ
ク

ス

・
E

メ

ー
ル
(
s
e
i
s
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
)

な

ど

、
い
ず

れ
で

も
結

構
で

す

。

ま
た

、
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

に

基
本

構
想
専

用

の
掲
示

板

を
設

け

て

あ
り

ま
す

。意
見

を

書
き
込

ん

だ
り

、

区

民

同
士

で

の
意
見

交
換

な

ど
に
も

ご
利

用
く

だ

さ

い

。

お
問

い
合
わ

せ
は

政

策
課
へ

〒
1
2
0・
8
5
1
0
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町
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区民委員会の活動
区民委員会は9 つのグループに分かれて検討を行

っています。
月1 回のペースで開催されており、1 月で3 回目

の会議が終了しました( 第1 回目は全体会のため、
実質的なグループ討議は2 回終了) 。
グループ討議では、「足立区の好きなところ、嫌

いなところ」と「足立区の伸ばすところ、改めると
ころ、5 年・10年後の足立区の姿」について話し合
いました。そこで出された主な意見を紹介します。

団
塊
の
世
代
の

グ
ル
ー
プ

▽
バ
ブ
ル
期

に
喪
失
し
た

「
古
き
良
き

東
京
」
の
イ

メ
ー
ジ
が
足

立
区
に
は
残

っ
て
お
り
、

若
い
世
代
に

は
、
そ
こ
が

新
し
い
魅
力

と
な
っ
て
い

る
。

▽
少
し
ず
つ
町
会
・
自
治
会
の
力
が

弱
ま
っ
て
い
る
。
団
塊
の
世
代
が
色

々
な
場
所
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

▽
「
次
の
世
代
の
た
め
に
足
立
区
は

ど
う
な
る
べ
き
か
?

」
に
つ
い
て
討

論
す
べ
き
。

▽
故
郷
と
し
て
の
「
誇
り
」
「
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
が
な
い
。
「
メ
デ

ィ
ア
の
ま
ち
」
「
み
ど
り
の
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

は
ど
う
か
。勤

め
人
の

グ
ル
ー
プ

▽
図
書
館
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
利
用

し
や
す
い
。

▽
大
学
や
大
学
院
な
ど
、
高
等
教
育

機
関
が
な
い
。

▽
若
い
共
働
き
の
夫
婦
が
、
住
み
や

す
い
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し

い
。

▽
住
民
が
、

地
域
の
中
で

も
、
区
政
に

参
加
で
き
る

シ
ス
テ
ム
づ

く
り
が
必
要

だ
。

自
営
業
者
の

グ
ル
ー
プ

▽
下
町
風
情
が
残
っ
て
お
り
、
暮
ら
し
や

す
く
、
空
い
て
い
る
土
地
利
用
や
新
線
開

通
で
、
今
後
の
発
展
が
期
待
で
き
る
。

▽
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
産
業
を
育
成

し
て
い
く
と
い
い
。

▽
行
政
だ
け
で
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
の

は
無
理
だ
。
企
業
や
N
P
O
団
体
な
ど
が

提
案
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
行
政
が
対

応
・
支
援
し
て

い
く
シ
ス
テ
ム

が
あ
る
と
い

い
。

▽
自
分
も
行
く

け
れ
ど
、
ほ
か

の
地
域
か
ら
も

来
て
も
ら
え
る

よ
う
な
魅
力
的

な
ま
ち
で
な
い

と
だ
め
だ
。

小
・
中
学
生
の

グ
ル
ー
プ

▽
荒
川
や
公
園
な
ど
に
残
っ
て
い
る
自
然

を
汚
さ
な
い
よ
う
に
守
っ
て
い
き
た
い
。

▽
歩
道
へ
の
自
転
車
駐
輪
や
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
な
ど
マ

ナ
ー
が
悪
く
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー

な
ど
も
不
十

分
。

▽
「
あ
だ
ち
ま

つ
り
」
な
ど
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
。

▽
コ
ミ
ユ
ニ
テ

イ
バ
ス
の
増
設

な
ど
交
通
の
便

を
良
く
し
て
ほ

し
い
。

子育て中の親の
グループ

▽ こども家庭
支援センター
が オ ープ ン
し、利用者が
非常に多く評
判がいい。
▽ 公園が多い
のはいいが、利用に制約が多く、センス
が悪い。
▽ 乳幼児に対しての夜間救急病院がな
く、総合病院も少ない。
▽ 区内全部の地域を同じにすることは難
しい。地域の良さを生かすことが必要だ
が、一方で、どこの地域でも最低限の行
政サービスを享受できるようにする。

高校・大学生の
グループ

▽ 区のイメージが悪い。
▽ 河川敷や公園などが多く、物価
が安い。 また、地域でのふれあい
も残っていて暮らしやすい。
▽ 交通の便が悪いが、つくばエク
スプレスや日暮里・舎人線の開通
を機に、発展する可能性も秘めて
いる。
▽ 学生が勉強する場や、若者が集
える場がほしい。

要介護者を家族
に持つグループ

▽ 介護が必
要な人が、
安心して在
宅生活を送
る事ができ
るように、
「訪問介護・医療」など、在宅の基盤
整備が必要である。
▽ 家族の介護のために仕事を辞めなけ
ればならない人に対する支援があるべ
き。
▽ 住み慣れたところで、自分らしく生
活できる地域作りが必要。在宅で生活
できなくなった時に、施設に入れると
いう保証・安心感が欲しい。

高齢者のグループ
▽ 区民に開かれた行政。区民が参加
できる行政をつくる、という事を前
面に出すべきだ。
▽ あと5 年程度で65歳以上の人口が
急激に増え、足立区の年齢構造がず
いぶん変わってくる。しかもその人
々は、能力も意欲も衰えていない人
が多い。こういう高齢者の生き方を
考える必要がある。

外国人の
グループ

▽ 他区に比べて下町
風情が残っていて、
近所の人が気軽に話
しかけてくれてうれ
しかった。
▽ 中国人は漢字文化があるので、ある程度コミ
ュニケーションが可能だが、他の国籍の人には
英語表記を整備するなど、環境づくりが必要。
▽ 外国人が上手に地域社会で生きていけるよう
な講習会や地域住民との交流の場が欲しい。
▽ 外国人が住民と認められていない。外国人に
とって住み良いまちは、日本人にとっても安全
で住み良いまちだ。
▽ 外国人の意見を聞き、区政に反映できる常設
の委員会のようなものを設置して欲しい。

進
め
!

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

守 谷 駅(
仮 称)

千
葉
県
流
山
市
か
ら
利
根
川
橋
り

ょ
う
を
越
え
る
と
、
茨
城
県
守
谷
市

に
入
り
ま
す
。

守
谷
市
は
昨
年
2
月
に
県
内
2
2番

目
の
市
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
率

の
低
い
、
県
内
で
も
っ
と
も
若
い
市

で
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
開
発
が

進
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
守
谷
市
か
ら
都
内
へ
の
交

通
は
1
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
す

が
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通
後

は
、
守
谷
駅
か
ら
秋
葉
原
ま
で
約
3
5

分
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

市
役
所
に
は
展
望
塔
が
あ
り
、
山

や
森
の
緑
と
、
利
根
川
・
鬼
怒
川
・

小
貝
川
の
一
級
河
川
に
囲
ま
れ
た
、

水
辺
と
緑
豊
か
な
町
の
全
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

俳
人
小
林
一
茶
が
こ
の
守
谷
を
愛

し
、
た
び
た
び
訪
れ
た
と
い
い
。

「
行
く
歳
や
空
の
名
残
を
守
谷
ま

で
」
と
い
う
句
も
詠
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
駅
舎
建
設
の
進
む
中
、
周

辺
は
急
ピ
ッ
チ
で
区
画
整
理
事
業
が

進
め
ら
れ
、
住
宅
用
地
や
商
業
地
区

の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
守
谷
市
に
は
車
両
基
地
が

あ
り
ま
す
。
3
月
中
旬
以
降
、
こ
の

車
両
基
地
に
車
両
が
搬
入
さ
れ
、
4

月
に
は
つ
く
ば
方
面
へ
の
試
験
走
行

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
、

守
谷
市
で
は
一
足
早
く
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
走
る
姿
が
見
ら
れ
る

事
に
な
り
ま
す
。

《
広
報
課
》

▲ 守谷駅( 仮称) 南東側イメージ図

▲ 春には新車両が見られる車両基地

◎ 訂正とおわび　2 月10日号5 面、区政モニターアンケートの問い合わせ先に誤りがありました。正しくは、「　3880- 5111 ㈹、内線1251～2 」です。訂正しておわびします。《広報課》
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは2
月26 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

　3880- 5111( 代)

凡
例

◆ 申込・・・申し込み方法

◆ 期限・・・申し込み期限
◆ 場・申・問先・・・場所・
申し込み先・ 問い合わせ先

◆ 費 用 の 記 載 の な い も の は 無 料

住
民
税
・
所
得
税
の

申
告
は
3
月
1
7日
ま
で

3
月
に
な
る
と
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
申
告
は
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
区
民
事
務
所
で
も

申
告
を
受
け
付
け
ま
す
(
表
1
)
。

申
告
は
非
課
税
証
明
書
の
発
行
や

国
民
年
金
・
介
護
保
険
・
国
民
健
康

保
険
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

特
に
国
民
健
康
保
険
料
所
得
割
額

の
算
定
や
均
等
割
額
の
軽
減
判
定
、

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
の

判
定
や
、入
院
時
の
食
事
代
自
己
負

担
額
の
減
額
判
定
の
基
礎
に
な
り
大

変
重
要
で
す
。

前
年
に
所
得
の
な
い
方
や
年
金
の

み
で
住
民
税
が
か
か
ら
な
い
方
で

も
、
申
告
書
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
な
お
、
前
年
中
の
所
得
が
給

与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先
の
給
与
か

ら
住
民
税
が
引
か
れ
る
方
、
税
務
署

に
確
定
申
告
を
す
る
方
は
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
先
=

▽
申
告
書
の
提
出
先
お
よ
び

書
き
方
・
:課
税
第
▽

第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

～
1

▽
国
民
健
康
保
険
料
等
…
国
民
健
康

保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

▽
所
得
税
・
贈
与
税
・
消
費
税
・
:足

立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署(

3
8
4
0
)
1
1
1
1

▽
個
人
事
業
税
:
卮
立
都
税
事
務
所

　
(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

表1　 住民税出張受付日程

※ い ず れ も 時 間 は 、午 前9 時 ～ 午 後4
時

※ 北 千 住 サ ー ビ ス セ ン タ ー で は 行
い ま せ ん 。 千 住 、竹 の 塚 、興 本 、
花 畑 、宮 城 ・新 田 分 室 の 各 区 民 事
務 所 は 、2/ 18 ～21 に 行 い ま し た

国
民
年
金
の
相
談

国
民
年
金
の
手
続
き
や
、
保
険
料

の
納
付
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。

※
足
立
社
会
保
険
事
務
所
の

年
金
担
当
も
参
加

日
時
=
3

月
2
6

日
南
・
2
7日
困
、
午
前
1
0時
～
午
後
3

時
3
0分

場
所
=
2
6日
・
:中
川
区

民
事
務
所
/
2
7日
・
:佐
野
区
民
事
務

所

問
先
=
国
民
年
金
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

療
養
費
の
支
給
制
度

こ
の
制
度
は
、
医
療
費
を
病
院
な

ど
に
い
っ
た
ん
全
額
支
払
っ
た
後

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
保
で
定
め
ら
れ
た

基
準
額
の
7
割
が
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
(
退
職
者
医
療
本
人
…
8
割
、

退
職
者
被
扶
養
者
:
入
院
8
割
・
外

来
7
割
、
前
期
高
齢
者
・
:
9
割
・
8

割
、
3
歳
未
満
・
:
8
割
)
。
対
象
=

や
む
を
え
ず
保
険
証
で
治
療
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
き
/
コ
ル
セ
ッ
ト

な
ど
の
治
療
用
補
装
具
を
つ
く
っ
た

と
き
/
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

施
術
を
受
け
る
と
き
(
医
師
が
認
め
、

病
院
な
ど
に
こ
れ
ら
の
施
設
が
な
い

と
き
)
/

海
外
旅
行
中
な
ど
に
国
外

で
診
療
を
受
け
た
と
き
(
診
療
明
細

書
・
領
収
明
細
書
お
よ
び
そ
れ
ら
の

日
本
語
訳
文
が
必
要
)

申
・
問
先
=

国
民
健
康
保
険
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設

区
議
会
を
広
く
区
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。
内
容
=
本
会
議
会
議

録
/
本
会
議
映
像
録
画
配
信
ほ
か

問
先
=
区
議
会
事
務
局
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
9
9
6

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
i
k
a
i
-
a
d
a
c
h
i
.
j
p

適
正
管
理
化
学
物
質

の
使
用
量
等
の
報
告

1
3年
度
か
ら
、
工
場
ま
た
は
指
定

作
業
場
を
設
置
し
て
い
る
方
が
、
環

境
確
保
条
例
で
決
め
ら
れ
て
い
る
適

正
管
理
化
学
物
質
を
年
間
1
0
0
収
以
上

取
り
扱
っ
た
場
合
に
は
、
毎
年
度
。
6

月
3
0日
ま
で
に
、
区
に
報
告
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
化
学
物
質
名
や
提
出
用
紙
に

つ
い
て
は
、
都
・
環
境
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
環
境
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問

先
=
環
境
課
指
導
第
丁

二
係

建
築
物
防
災
週
間

3
月
1
日
～
7
日
は
、
全
国
一
斉

の
建
築
物
防
災
週
間
で
す
。
毎
年
地

震
、
火
災
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
災
害

に
よ
り
建
築
物
の
被
害
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
期
間
、
区
で
は
建
築
物
の

防
災
対
策
推
進
の
た
め
建
築
防
災
相

談
、
防
災
査
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
問
先
=
建
築
防
災

(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

足
立
区
民
交
流
協
会

会
員
募
集

区
は
、
国
外
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ベ
ル
モ
ン
ド
市
、
国
内
で
は
新

潟
県
小
出
町
、
長
野
県
山
ノ
内
町
、

栃
木
県
鹿
沼
市
と
友
好
都
市
提
携
を

結
ん
で
い
ま
す
。

交
流
協
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
都
市

と
幅
広
く
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・

産
業
な
ど
の
交
流
や
区
民
の
交
流
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
友
好
都
市

の
お
ま
っ
り
や
レ
ジ
ャ
ー
、
特
産
品

販
売
な
ど
の
情
報
を
四
季
折
々
ご
案

内
し
ま
す
。
ま
た
、
家
族
み
ん
な
で

楽
し
め
る
個
人
会
員
向
け
交
流
ツ
ア

ー
も
企
画
し
て
い
ま
す
。
会
員
特
典

と
し
て
、
事
前
に
通
知
を
送
付
し
、

一
般
の
方
よ
り
安
い
料
金
で
優
先
的

に
参
加
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
交
流
事
業
を
行
ケ
場
合

に
は
協
会
か
ら
補
助
金
の
交
付
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
年

会
費
=
個
人
3
千
円
、
団
体
1
万
円

申
・
問
先
=
足
立
区
民
交
流
協
会
事

務
局
(
経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
7
2
0

区
立
第
四
中
学
校
夜
間

学
級
入
学
に
つ
い
て

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
な
い
方

で
学
習
意
欲
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
入
学
で
き
ま
す
。
授
業
時
間
=

午
後
5
時
3
0分
～
9
時
(
行
事
・

給
食
あ
り
)

受
付
時
間
=
午
後
1

時
～
9
時
(
春
休
み
中
は
午
後
2
時

～
7
時
)

申
・
問
先
=
第
四
中
学
校

夜
間
学
級

(
3
8
8
7
)
1
4
6
6

自
動
電
話
に
よ
る
未
納
の

お
知
ら
せ
を
開
始
し
ま
す

3
月
か
ら
、
特
別
区
で
初
め
て
の

「
自
動
電
話
に
よ
る
催
告
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
区
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
な

ど
の
納
期
限
後
に
、
納
付
が
確
認
さ

れ
な
い
方
に
対
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
自
動
的
に
電
話
を
か
け
、
オ
ペ
レ

ー
タ
が
未
納
の
お
知
ら
せ
を
す
る
も

の
で
す
。

多
忙
で
あ
る
と
か
、
納
付
を
忘
れ

て
い
た
な
ど
の
理
由
で
、
納
期
限
を

過
ぎ
て
も
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
々

に
、納
付
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

早
期
の
実
態
把
握
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
未
収
金
の
累
積
を

未
然
に
防
止
し
、
区
民
負
担
の
公
平

性
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
問
先
=
納
税
管
理

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
0

3
月
の

図
書
館
臨
時
休
館

防
災
点
検
や
館
内
消
毒
な
ど
の
た

め
、
一
部
の
図
書
館
が
臨
時
休
館
と

な
り
ま
す
(
表
2
)
。
問
先
=
中
央

図
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

表2　 図書館臨時休館
一覧

投票所の変更と施設名の変更
学校の統廃合などに伴い、一部の地域に住んでいる方は投票所と

なる施設や、施設の名称が変更になります( 表3 、4) 。表3 に該当
する方は、以前の投票所では投票できませんのでご注意ください。
問先= 選挙管理委員会 　3880 ―5581
表3　 投票所変更地域一覧

表4　 施設名が変更になる投票所一覧

あ
だ
ち
広
報

「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
5

月
号
」

皆
さ
ん
の
お
便
り
を
募
集

①
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」
へ
の
投
稿

5
月
号
の
テ
ー
マ
は
「
パ
ソ
コ
ン
」

で
す
。
携
帯
電
話
と
共
に
生
活
の
一

部
に
な
り
つ
つ
あ
る
パ
ソ
コ
ン
。「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
交
流
の
場

が
広
が
っ
た
≒
パ
ソ
コ
ン
で
家
計
簿

を
つ
け
て
い
る
」な
ど
ぶ
パ
ソ
コ
ン
〟

に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
自
由
意
見
で
も
結
構
で

す
。
3
0
0字程
度
で
。

②
ま
ち
の
情
報

「
ま
ち
の
と
っ
て
お
き
」で
区
民
編

集
員
が
紹
介
す
る
、
ま
ち
の
話
題
、

特
徴
あ
る
施
設
や
お
店
、
頑
張
っ
て

い
る
人
な
ど
。

③
季
節
の
絵
て
が
み

5
・
6
月
ご
ろ
に
合
わ
せ
た
作
品

を
。
な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

応

募

方

法
=

住

所

、

氏

名

、
年

齢

、

電

話

番

号

を

明

記

し

、
郵

送

命

②

は

フ

ァ

ク

ス

ー
メ

ー

ル

可
)

期

限
=

①

⑤
は
3

月
2
5

日

必

着
/

②

は

随

時

受

け

付

け

応

募

・
問

先
=

広

報

係

〒
四
一
・
8
5
1
0

中

央

本

町
I
-
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

k
o
u
h
o
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

★
足
立
区
武
術
太
極
拳
連
盟
無
料

講
習
会
3

月
2
3日
回
、
午
後
1
時

～
3
時
/
エ
ル
ーソ
フ
イ
ア
/
西
村

　
(
3
8
4
0
)
1
2
5
0

★
第
6
回
作
品
展
(
絵
画
)
3

月
1
3

日
～
1
9日
/
エ
ル

ー
ソ
フ
イ
ア
/
峯

　
(
3
8
5
2
)
0
6
2
4

=
会
員
募
集
=

★
ス
リ
ー
ナ
イ
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
(

硬
式
テ
ニ
ス
)

毎
週
水
曜
、午
後
2

時
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
月
額
4
千
円
/
蛭
田

(
3
8
8
2
)
2
3
7
4
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催
し
物
ガ
イ
ド
定員に先着順
とあるものは2
月26 日

から受け付け

青
少
年
問
題
講
演
会

日
時
=
3
月
1
4日
窗
、
午
後
7
時
～
9

時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
生
き

る
～
親
の
役
割
・
地
域
の
役
割
～

講
師
=
石
川
ユ
ウ
氏
(
台
東
少
年
セ

ン
タ
ー
心
理
技
術
主
査
)

定
員
=
4
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課
調
整
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

春
の
清
掃
施
設
見
学
会

私
た
ち
が
資
源
ご
み
と
し
て
出
し

た
ビ
ン
や
缶
の
行
方
を
一
緒
に
見
て

み
ま
せ
ん
か
。
日
時
=
3

月
2
8日

閙
、
午
前
8
時
3
0分
～
午
後
4
時
3
0

分

場
所
=
区
内
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

工
場
/
新
江
東
清
掃
工
場
/

西
臨

海
水
族
園

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
の
方
(
小
学
生
以
上

※
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
)

定
員
=
8
0
人
(
抽

選
)

費
用
=
千
円
(
昼
食
代

※
小

学
生
は
8
0
0円)

申
込
=
往
復
(

ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
施
設
見
学
会
希
望
」
を
明
記

※
小
学
生
は
保
護
者
名
連
記

期
限
=
3

月
8
日
必
着

申
・
問
先
=
あ

だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
1

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

春
花
展
示
会

区
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
約
4
0

点
の
花
を
展
示
し
、
展
示
品
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
販
売
も
行
い
ま
す
。

□
展
示
会

日
時
=
3
月
5
日
南
、
午
後
1
時
～
5

時
/
6
日
困
、
午
前
8
時
3
0分
～

午
後
1
時

場
所
=
区
役
所
I
階
区

民
ロ
ビ
ー

□
展
示
品
の
販
売

日
時
=
3
月
6
日
困
、
午
後
2
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所
正
面
広
場

※
I

人
I
点
の
み
。
状
況
に
よ
り
整
理

券
配
布

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
農
産
係(

3
8
8
0
)
5
8
6
6

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

日
時
=
3
月
8
日
出
、
午
前
H
時

内
容
=
「
木
場
」
…
新
木
場
へ
の
移

転
を
控
え
深
川
木
場
の
2
7
0
年
の
歴
史

を
振
り
返
る
/
「
新
た
な
飛
躍
を
め

ざ
し
て
I
下
水
道
1
0
0
%
普
及
概
成
記

念
-
」
:
卞
水
道
普
及
の
達
成
と
さ

ら
な
る
発
展
へ
の
未
来

場
・
問
先
=

郷
土
博
物
館(

3
6
2
0
)
9
3
9
3

本
の
読
み
聞
か
せ
講
座

実
演
と
体
験
談
か
ら
活
動
の
コ
ツ

な
ど
を
学
び
ま
す
。

□
初
級
講
座

日
時
=
3
月
5
日
南
・
1
2日
南
・
1
9

日
南
、
午
後
2
時
～
4
時

対
象
=

読
み
聞
か
せ
の
経
験
の
な
い
方

定

員
=
4
0人
(
先
着
順
)

□
中
級
講
座

日
時
=
3
月
1
3日
困
・
2
8日
窗
、
午

後
2
時
～
4
時

対
象
=
読
み
聞
か

せ
経
験
が
あ
る
方

定
員
=
8
0
人
(

先
着
順
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
中
央
図
書
館

　
(
5
8
1
3
)
3
7
4
9

足
立
伝
統
工
芸
品
展

伝
統
工
芸
品
作
り
に
携
わ
る
区
内

在
住
の
伝
統
工
芸
士
や
職
人
の
方
々

が
一
堂
に
会
し
、
作
品
展
示
と
実
演

を
行
い
ま
す
。
※
展
示
品
の
頒
布

あ
り

日
時
=
3
月
7
日
廁
・
8
日

出
、
午
前
1
0時
～
午
後
5
時
(
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
・
:
7
日
午
前
1
0

時
)

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル

問
先
=
工
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
9

企
業
経
営
課
題
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
3
月
H
H

㈹
、
午
後
6
時
1
5

分
～
8
時
3
0分

場
所
=
区
役
所

対
象
=
中
小
企
業
経
営
者
お
よ
び
関

係
者
・
希
望
者

内
容
=
こ
れ
か
ら

の
経
済
動
向
と
企
業
経
営
の
あ
り
方

講
師
=
増
田
正
敏
氏
(
東
京
国
際
大

学
教
授
)

定
員
=
8
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

申
・
問
先
=
工
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
9

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
3

わ
が
町
の
消
火
隊
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す

日
本
消
防
協
会
の
女
性
消
火
隊
に

対
す
る
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
り
、

千
住
大
川
町
東
町
会
女
性
消
火
隊
に

新
型
の
消
防
ポ
ン
プ
、
投
光
器
、
発

電
機
、
活
動
服
な
ど
が
助
成
さ
れ
ま

し
た
。

結
成
以
来
1
6年
、
月
1
回
の
訓
練

を
欠
か
さ
ず
、
区
が
主
催
す
る
防
災

関
連
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ま
ち
の
安
全
の
た

め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
災
害
対
策
課
》

千
住
大
川
町
東
町
会
女
性
消
火
隊

の
皆
さ
ん

『
走
れ
!あ

だ
ち
債
』

完 売 御礼!《
財
政
課
》

映像広報 制作だより

季節ごとに 、様々な顔を見せてく れる公園や

児童遊園。朝のすがすがしい散歩 、ひな たで遊

ぶ子ども だちなど多く の人が訪れる公園は 、ま

ちのシン ボルです。

今回は 、区民レ ポーターがまちの公園で、子

ども だちと一 緒にいろいろな遊 びに挑戦し ま

す。また 、青空の下で食べるお弁当の味は格別

です。いつもはとおリ過ぎてし まう多忙な人も 、

時には公園でゆったりした時間を過ごし てみま
せんか。 《広報課》

「情報キャッチ　 好きです。あだち」放送予定
足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

1
5
年
度
鋸
南
・
日
光

自
然
教
室
(
2泊
3
日
)

指
導
補
助
員
募
集

鋸
南
自
然
教
室
(
小
学
校
4
年

生
)
・
日
光
自
然
教
室
(
小
学
校
6
年

生
)
の
引
率
指
導
補
助
員
を
募
集
し

ま
す
。
児
童
と
直
接
の
ふ
れ
あ
い
が

あ
り
ま
す
の
で
、
教
員
を
め
ざ
し
て

い
る
方
に
最
適
で
す
。
対
象
=
教

員
免
許
所
持
者
お
よ
び
卒
業
時
取
得

見
込
み
の
方

内
容
=
担
当
す
る
各

学
校
の
出
発
時
か
ら
帰
校
時
ま
で
の

児
童
引
率
指
導
補
助

謝
礼
=
I

回

の
引
率
に
つ
き
3
万
3
千
2
0
0円(
税

込
∴
1
4年
度
実
績
額
)
。
別
途
担
当
校

ま
で
の
往
復
交
通
費
相
当
分
と
食
事

支
給

申
込
=
電
話

※
後
日
、
応

募
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
引
率
の
期

間
(
5
月
か
ら
1
6年
2
月
、
複
数
回

希
望
可
能
)
を
調
整
し
て
担
当
校
を

決
定

期
限
=
3
月
7
日

申
・
問

先
=
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

掲

示

板

□
第
1
9回
健
康
・
体
力
増
進
フ
ォ
ー

ラ
ム

日
時
=
3
月
1
日
出
、
午
後
O
時
3
0

分
～
5
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

内
容
=
公
開
診
断
ア
ド
バ
イ

ス
/
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
生
涯
学

習
振
興
公
社
計
画
調
整
課

(
5
6
8
6
)
2
5
0
3

□
ジ
ュ
ニ
ア
囲
碁
パ
ー
ク
　
ふ
れ
あ

い
G
O
!
G
O
!

東
京
武
道
館

日
時
=
3
月
2
3日
圜
、
午
前
1
0時
～

午
後
4
時

場
所
=
東
京
武
道
館

対
象
=
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員
=
段
級
位
認
定
大
会
千

人
・
入
門
教
室
1
0
0人(
い
ず
れ
も
先

着
順
)

費
用
=
千
円

※
当
日
無

料
で
気
軽
に
囲
碁
を
楽
し
め
る
コ
ー

ナ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す

申
・
問

先
=
ジ
ユ
ニ
ア
囲
碁
パ
ー
ク
事
務
局

〒
1
6
2・0
8
4
4

新
宿
区
市
谷
八
幡

町
1
3墓
只
洋
服
会
館
6
階
U
N
O

内

　
(
5
2
2
8
)
6
7
3
0

□
第
三
中
学
校
・
第
十
五
中
学
校
お

別
れ
会

▽
第
三
中
学
校

日
時
=
3
月
2
5日
㈹
、
午
後
5
時

場
・
問
先
=
第
三
中
学
校

(
3
8
8
8
)
7
4
4
6

▽
第
十
五
中
学
校

日
時
=
3
月
2
5日
㈹
、
午
後
3
時

場
・
問
先
=
第
十
五
中
学
校

(
3
8
8
8
)
7
4
5
6

□
第
9
回
足
立
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
コ
ン

サ
ー
ト

日
時
=
3
月
8
日
出
、
午
後
2
時

場
所
=
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
=
子
ど
も
向
け
の
歌
と
踊
り

問
先
=
足
立
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
・
中
澤

　
(
5
6
9
1
)
0
4
8
4

□
あ
ん
し
ん
入
居
制
度

保
証
人
が
い
な
い
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
が
困
難

な
高
齢
者
の
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
入
居

で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
(
有
料
)

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
内
容
=
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
/
葬
儀
の
実
施
/
残
存
家
財
の
片

付
け

問
先
=

東
京
都
防
災
・
建

築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

(
5
4
6
6
)
2
6
3
5

□

「
マ
マ
ーキ
ッ
ズ
交
通
安
全
教
室
」

参
加
者
募
集

日
時
=
3
月
9
日
回
、
午
後
2
時

場
所
=
足
立
自
動
車
学
校
(
東
六
月

町
3
-
I
)

対
象
=
今
年
小
学
校

に
入
学
す
る
子
ど
も
と
保
護
者

内

容
=
教
習
コ
ー
ス
で
、
正
し
い
道
路

の
通
行
方
法
や
交
差
点
の
渡
り
方
な

ど

申
・
問
先
=
竹
の
塚
警
察
署
・

交
通
課

(
3
8
5
0
)
0
1
1
0

□

「
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
西
新
井
」
介
護
職
員
(
パ
ー
ト
)

募
集

対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上

内
容
=
通
所
介
護

定
員
=
若
干
名

申
・
問
先
=
(
社
福
)
西
新
井
だ
い

わ
会
設
立
準
備
室
・
鈴
木

(
3
8
5
6
)
1
7
7
1

□
「
足
立
区
地
域
た
す
け
あ
い
研
修

会
」
参
加
者
募
集

日
時
=
3
月
3
0日
回
、
午
前
1
0時
～

午
後
4
時

場
所
=
学
び
ピ
ア
9
1一

内
容
=
講
演

「
新
し
い
市
民
社
会
-

た
の
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
/

「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
含
む
N
P
O

へ
の
区
の

支
援
」
な
ど

定
員
=
2
0
0人(
先
着

順
)

費
用
=
5
0
0円(
資
料
代
)

申

込
=
電
話

期
限
=
3

月
2
0日

申
・
問
先
=
足
立
区
地
域
た
す
け
あ

い
研
修
実
行
委
員
会
事
務
局

(
3
8
5
5
)
9
0
1
0

お
宅
の
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス

は
安
全
で
す
か

昨
年
‥
H月
に
、
ジ
ェ
ッ
ト
噴
流
機

能
付
き
風
呂
で
、
入
浴
中
の
女
児
が

溺
死
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

同
様
の
事
故
は
こ
れ
で
4
例
目
で
、

い
ず
れ
も
浴
槽
内
の
湯
水
の
吸
入
口

に
髪
が
吸
い
込
ま
れ
て
絡
み
つ
き
、

抜
け
な
く
な
っ
た
状
態
で
の
溺
死
事

故
で
し
た
。

事
業
者
団
体
は
、
事
故
の
再
発
防

止
に
向
け
て
、
事
故
発
生
の
恐
れ
の

あ
る
製
品
の
吸
水
口
ま
た
は
部
品
の

交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
都
内

に
は
5
千
台
以
上
、
事
故
発
生
の
恐

れ
の
あ
る
製
品
が
残
っ
て
い
る
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
が
2
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
、
事
業
者
団
体
と
都

で
、
都
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対

応
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
対
応

し
て
い
ま
す
。
家
庭
の
お
風
呂
の
安

全
確
認
を
し
て
い
な
い
方
、
不
安
が

あ
る
方
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

《
消
費
者
セ
ン
タ
ー
》

問
先
=

都
・
生
活
文
化
局
相
談
ダ
イ

ヤ
ル

　
(
5
3
2
0
)
7
7
0
7

ジ
ェ
ッ
ト
噴
流
バ
ス
協
議
会

0
2
9
(
8
3
3
)
1
0
7
6

2
4時
間
風
呂
協
議
会

(
3
2
9
9
)
8
3
0
1

◆ 税金の申告はお早めに　申告期限=3 月17 日
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総合文化センター
の名称が

シアター1010　
いちまるいちまる

に決定

1
6年
に
、
北
千
住
駅
西
口
再
開
発

ビ
ル
内
に
オ
ー
プ
ン
す
る
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
の
名
称
が
「
シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

」
に
決
ま
り
、
1
月
2
8日
に

区
役
所
で
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
名
称
は
、
公
募
で
寄
せ
ら
れ

た
7
7点
の
中
か
ら
二
瓶
恵
美
子
さ
ん
(

花
畑
在
住
)
の
案
が
選
ば
れ
、
施

設
が
設
置
さ
れ
る
地
元

「
千
住
」
を

「
1
0
1
0
(

せ
ん
・
じ
ゅ
う
)
」
と

か
け
た
も
の
で
す
。

名
称
発
表
と
合
わ
せ
、「
シ
ア
タ
ー

1
0
1
0
」
の
芸
術
監
督
に
舞
台
美

術
家
・
朝
倉
摂
氏
、
ゼ
ネ
ラ
ル
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
に
脚
本
家
・
市
川
森
一

氏
の
就
任
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

発
表
の
席
で
、
朝
倉
氏
は
「
喜
ん

で
も
ら
い
、
考
え
を
巡
ら
す
こ
と
の

で
き
る
芝
居
を
つ
く
り
た
い
」
市
川

氏
は
「区
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
違

わ
な
い
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
劇
場
に

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

右
か
ら
鈴
木
区
長
、
朝
倉
摂
氏
、

市
川
森
一
氏
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
名
称

選
定
に
参
加
し
た
竹
下
景
子
氏
(
1

月
2
8日
発
表
会
に
て
)

□
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◎
芸
術
監
督

朝
倉
摂
…
台
東
区
下
谷
生
ま
れ
。
舞

台
美
術
家
・
画
家
。
日
本
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
優
秀
美
術
賞
ほ
か
多
数
受
賞
。

日
本
舞
台
美
術
家
協
会
理
事
・
日
本

劇
場
技
術
家
協
会
理
事
・
劇
場
演
出

空
間
技
術
協
会
理
事

◎
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

市
川
森
一
・
:
長
崎
県
諫
早
市
生
ま

れ
。
作
家
・
脚
本
家
。
日
本
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
最
優
秀
脚
本
賞
ほ
か
多
数
受

賞
。
日
本
放
送
作
家
協
会
理
事
長
・

市
立
諌
早
図
書
館
名
誉
館
長

問
先
=
文
化
セ
ン
タ
ー
開
設

(
5
8
1
3
)
3
7
3
8

▲ 劇場完成イメージ図

参 加 者 募 集

桜めぐりリバーウォッチング

春。隅田川沿いの桜をながめな

がら水上バスの旅を楽しみません

か。 日時=3 月28 日窗、午前9 時10

分 場所= 千住曙町船着場～水

上バス ※ 一部デッキ席あり( 隅

田川) ～浜離宮庭園( 昼食) ～バ

ス～両国自由散策～区役所 対象=

観光協会会員とその家族および

区内在住 の方 定員=80 人( 抽選)

※ 当選者には後日、振込用紙送付

費用= 観光協会会員… 3, 500 円/

会員家族… 4, 000 円/ 一般… 4, 500

円 ※ ただし、デッキ席は300 円引

き( 弁当代・保険料込み) 申込=

往復ハガキに希望者全員の氏名、
年齢、住所、電話番号、会員・会

員家族・一般の別、デッキ席の可

否、「リバーウォッチング希望」を

明記 ※ ハガキ1 枚で3 人まで申

し込み可。返信ハガキの表に代表

者の住所、氏名を必ず記入してく

ださい

桜めぐりバスツアー

桜を求めてめぐります。暖かな
日差しのなかを、区内外の桜や菜

の花を眺め、楽しい散歩をしてみ

ませ んか。 日程=4 月3 日困

集合= 午前8 時40 分、区役所1 階
区民ロビー 内容= 舎人公園、権

現堂( 幸手市) の桜並木散策、加

須 のうどん昼食ほか 対象= 観光

協会会員と家族および区内在住の

方 定員=90 人( 抽選) ※ 当選者

には後日、振込用紙送付 費用=

観光協 会会員 … 3, 200円/ 会員家

族… 3, 700円/ 一般… 4, 200円( 昼食

代、入園料、保 険料込み) 申込=

往復ハガキに希望者全員の氏名、
年齢、住所、電話番号、会員 ・会

員家 族・一般の別、「桜 めぐり希

望」を明記 ※ ハガキ1 枚で4 人

まで申し込み可。返信ハガキの表

に代表者の住所、氏名を必ず記入
してください

――いずれも――
重複申し込みは無効。 期限=3
月10日 申・問先= 観光協会( 経

済観光課内) 〒120- 8510 中央本
町1- 17- 1 　3880- 5853

※桜めく屶 申し込み前に、協会へ
加入の方は会員価格になります

水
と
緑
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
足
立
」

足
立
区
観
光
協
会
　
会
員
募
集
中
!

区
観
光
協
会
は
、
昭
和
2
8年
に
設

立
さ
れ
、
今
年
で
創
立
5
0周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
ふ
る
さ
と

足
立
」
の
姿
を
広
く
紹
介
し
、
足
立

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
観
光

文
化
の
発
展
向
上
や
区
内
産
業
の
振

興
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
年
会
費
=
2
千
円
(
入
会
無

料
)

申
込
=
直
接
窓
口
ま
た
は
電

話□
会
員
特
典

花
火
大
会
の
観
覧
席
券
と
記
念
豆

は
っ
ぴ
、
保
木
間
の
天
然
温
泉
「
じ

ゃ
ぽ
ん
」
の
割
引
券
を
年
間
6
枚
差

し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
施
事
業

の
事
前
案
内
の
送
付
や
、
一
般
の
方

よ
り
も
低
額
料
金
で
、
ツ
ア
ー
な
ど

に
参
加
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

観
光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

1
5年
度
事
業
予
定

4
月
3
日

区
内
外
桜
め
ぐ
り

6
月
7
日

区
民
芸
能
大
会

6
月
初
旬

区
内
花
め
ぐ
り

7
月
2
4日

足
立
の
花
火
大
会

8
月

区
内
収
穫
体
験

9
～
1
0月

宿
泊
観
光
地
め
ぐ
り

1
0月
下
旬

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

1
0月
下
旬

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

1
1月
中
旬

区
外
施
設
め
ぐ
り

1
2月
中
旬

光
の
祭
典

1
6年
2
月

日
帰
り
観
光
地
め
ぐ
り

1
6年
3
月
末
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

※
予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す

□
通
年
事
業

「
あ
だ
ち
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」ほ

か
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
企

画
し
ま
す
。創

立
5
0周
年

記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

□
そ
の
1
9

月
現
在
の
会
員
の
中

か
ら
、
抽
選
で
5
0人
に
、
素
敵
な
観

光
協
会
5
0周
年
記
念
グ
ッ
ズ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

□
そ
の
2

休
日
の
ツ
ア
ー
も
企
画

し
て
い
き
ま
す
。

▲ 光の祭典( 元渕江公園)

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

学 び の 情報 を キ ャッ チ! 午 前9 時 ～午 後8 時

生涯学習情報ダイヤル 5813- 3736
ht t p: / /manabi . adachi . ne. j p/ i nf o/

あ な た の 探 す講 座 やイ ベ ント を 、区 内 情 報 を中 心 に 、い つ、
ど こ で開 催さ れ る かをご 案 内し ます

お気に入りの鳥
みつけた!

ブローチ完成品

2
月
‥
1
1
一
日

、
都
市
農
業
公
園
で
は

自
然
教
室
が
開
か
れ
、
1
2人
の
参
加

者
が
、
冬
鳥
を
さ
が
し
に
新
芝
川
・

荒
川
河
川
敷
で
野
鳥
の
観
察
を
行

い
ま
し
た

。

双
眼
鏡
を
手
に
、
何
種
類
も
の
野

鳥
を
見
た
後
は

、
自
然
環
境
館
に
戻

り

、
野
鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
作
り
に
挑

戦
。自

然
観
察
は

、
ま
ち
の
中
で
も
、

自
宅
の
そ
ば
で
も
で
き
る
の
で

、
ち

ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
空
を
見
上

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

新
芝
川
で

み
つ
け
た
も
の
は
…

観
察
後
は
、
鳥
の
姿
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
ブ
ロ
ー
チ
作
り

塩の代わりに
豆をまく!

「福は 内、福は内! 」

今年もいい年に…

2
月
3
日

暦
の
上
で
翌

日
が
立
春
と

は
思
え
な
い

寒
さ
の
中
、

西
新
井
大
師

で
豆
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
招
待
さ
れ
た
力
士

た
ち
や
年
男
年
女
が
舞
台
の
上
か
ら

豆
を
ま
く
と
、
集
ま
っ
た
約
4
千
人

は
ど
っ
と
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
一

斉
に
福
豆
を
つ
か
も

う
と
、
た
い
へ
ん
な

に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

「
今
年
始
め
て
来
た

の
。
残
念
な
が
ら
今

日
は
取
れ
な
か
っ
た

け
ど
、
(来
年
ま
た
来

て
)
今
度
は
絶
対
豆

を
も
ら
い
た
い
」
と

顔
を
紅
潮
さ
せ
な
が

ら
話
す
参
加
者
も
い

ま
し
た
。

宮
城
野
部
屋
の
力
士
も
参
加

古紙配合率75%再生紙を使用しています K. R　286, 400


